
芸術監督選定プロセスの詳細開示を、再度求める声明

新国立劇場運営財団は７月１７日、「芸術監督選定プロセスの詳細開示を求める声明」に

対して「回答」を提出しましたが、私たちは、これは私たちの求める「プロセスの詳細開示」に

対する回答にはなっていないと考えます。

新国立劇場運営財団は、「芸術監督選考を巡る理事会でのやり取り」を記した永井愛理

事が会議の内容を公開したことを、「守秘義務」に抵触すると指摘していますが、私たちはそ

のようには考えません。このたびの芸術監督選定過程に於いて問題になっているのは、鵜

山氏やその後任者についての「個人の資質、評価」ではなく、新国立劇場運営財団執行部

の進め方、手続きの踏み方の「プロセス」の正当性です。こうした財団執行部の対応は、問

題の本質をすり替えるものです。

非公開であっても、そこに、公正さを損なうおそれのある審議が行われていた可能性があ

るとすれば、そのことについて内部からの告発があった経緯こそを、重く受け止めるべきです。

詳細開示を求めるメンバーの中に、永井理事のみならず、新国立劇場運営財団の理事、選

考委員、評議員が入っていることは、このことが新国立劇場運営財団内部に留めておくべき

ではなく、広く社会に問いかけるべき問題であるという、私たちの判断を示しています。

そもそも、新国立劇場運営財団執行部による記者会見の内容が、多くの報道陣に違和感

を与えたばかりでなく、新国立劇場運営財団の一部の理事、選考委員、評議員の認識とも

大きく食い違っていたことから、このような詳細開示を求める声が上がったのです。

新国立劇場運営財団に、あらためて「プロセス」についての詳細の公開を求めるとともに、

今回の回答の中で言及されている鵜山仁芸術監督にも、あらためて事実関係を証言して頂

きたいと思います。
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